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(方針 ) ( ) く方法 り 2通りで表 して係数比較

また 、
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( 2 ) FG所 をそれぞれG ”,a を 用 いて表 し
、
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をみたす実数 kが存在することを 示す。

FHT = I -REJFGCoCRE と ) … ① より、3 点GH は 一直線上 にある
。

注 証明なので 、F: KFG
”

が 成 り立 つ 前提 で書 かないように ! !
( 3 ) ( a に 2

.
1=3

,
.= 3 . 2 ws③π= - 3

( 3 ) GF : Fトに 7 : 2 、 ABIGF を 利用 してR . qがみたす 関係式 を (2 ) の ① より 、 GF : G= 1 : Pq = 7 : 2
.
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2式作 り、 R , q の 連立方程式 を 解 く
。
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解答 し ) たは AD上 より . . 7 R - 12 q = - 5 … ③
→

OE = ( / - S )OA ' + SO = I - S ) @+ qS' と 表 せる 。

② . ③ より
、 R を 消去 して 整理すると 、

また 、
E は BC 上 より

、

→

OE = ( 1 t ) 0B + to= Rta' + (- t ) a と 表せる
。
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